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第 74 号
2019，3，31
（平成 31年）

　

城
北
地
区
の
発
展
や
明
る
い
ま

ち
づ
く
り
に
永
年
尽
力
さ
れ
、
特

に
顕
著
な
功
労
が
あ
っ
た
方
に
贈

ら
れ
る
「
城
北
ひ
ま
わ
り
章
」
の

贈
呈
式
が
新
年
を
迎
え
た
１
月
５

日
に
城
北
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

本
年
は
４
人
の
方
が
授
章
者
と

な
ら
れ
ま
し
た
。

　

授
章
さ
れ
た
方
は
次
の
方
々
で

す
。

「
城
北
ひ
ま
わ
り
章
」

　

第
29
号

安
治
　
紘
紀　
（
青
葉
町
３
丁
目
）

授賞式に出席された、左から
小谷さん、植村さん、坂田さん

城
北
ひ
ま
わ
り
章

　

町
内
会
長　
　
　
　
　

１
年
間

　

城
北
地
区
公
民
館
長　

９
年
間

　

城
北
地
区
人
権
教
育

　
　

推
進
協
議
会
会
長　

７
年
間

　

第
30
号

植
村
　
俊
夫　
（
田
園
町
３
丁
目
）

　

町
内
会
長　
　
　
　
　

２
年
間

　

健
康
づ
く
り
地
区
推
進

　
　

連
絡
協
議
会
会
長　

11
年
間

　

第
31
号

坂
田
　
健
治　
（
青
葉
町
１
丁
目
）

　

町
内
会
長　
　
　
　
　

４
年
間

　

城
北
地
区
自
治
連
合
会
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
年
間

　

城
北
地
区
防
災
対
策

　
　
　
　

協
議
会
会
長　

３
年
間

　

城
北
地
区
青
少
年
育
成

　
　

連
絡
協
議
会
会
長　

３
年
間

　

城
北
地
区
公
民
館
・
城
北
保
育

　
　

園
複
合
施
設
建
設
検
討
委
員

　
　

会
委
員
長　
　
　
　

３
年
間

　

第
32
号

小
谷
　
　
務
　（
秋
里
）

　

城
北
地
区
民
生
委
員

　
　

児
童
委
員　
　
　
　

２
年
間

　

城
北
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員

食
事
サ
ー
ビ
ス
終
了
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
度
、
平
成
７
年
よ
り
23
年

間
実
施
し
て
い
ま
し
た
「
ふ
れ
あ

い
型
食
事
サ
ー
ビ
ス
」
事
業
が
平

成
31
年
３
月
末
を
も
っ
て
終
了
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

数
年
前
か
ら
調
理
・
配
達
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
高
齢
化
と
人
員
不
足

に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
る
中
、
そ
の
意
義
を
理
解
し
て

く
だ
さ
る
各
町
内
会
長
さ
ま
や
心

温
ま
る
有
志
の
皆
さ
ま
の
協
力
に

よ
り
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
事
業
の
継
続
を
と
考
え

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
来
年
度
に

は
更
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
幅

減
少
が
明
ら
か
に
な
り
、
事
業
の

継
続
が
難
し
く
な
る
こ
と
か
ら
、

話
し
合
い
を
重
ね
た
結
果
、
本
年

３
月
末
を
も
っ
て
食
事
サ
ー
ビ
ス

事
業
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く
事

ある日の配食サービス調理風景

　
　

協
議
会
会
長　
　
　

８
年
間

　

こ
の
日
は
城
北
地
区
の
交
通
安

全
祈
願
祭
と
新
年
会
も
開
催
さ
れ

大
変
多
く
の
人
々
が
参
加
さ
れ
祝

福
さ
れ
ま
し
た
。

と
な
り
ま
し
た
。

　

心
苦
し
い
こ
と
で
あ
り
、
受
給

者
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
な
ご
不
便

を
お
か
け
す
る
こ
と
と
成
り
ま
し

が
、
な
に
と
ぞ
ご
理
解
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

授
章
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
長
い

間
、
地
域
活
動
に
貢
献
さ
れ
本
当

に
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

地
域
を
あ
げ
て
感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
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暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
に
安
否

確
認
・
見
守
り
・
話
し
相
手
に

な
る
こ
と
な
ど
の
役
で
あ
る
。

　

ど
ち
ら
も
課
題
を
発
見
し
た

ら
、
民
生
委
員
・
町
内
会
長
等
に

報
告
、
相
談
し
皆
で
対
応
す
る
こ

と
で
す
。

　

最
後
に
、
鳥
取
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
横
尾
愛
子
さ
ん
の
ま
と
め

で
す
。

　

生
き
生
き
暮
ら
す
た
め
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
つ
な
が
り
を
持
っ
て
社

　

と
な
り
組
福
祉
員
・
愛
の
訪
問

協
力
員
・
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

の
城
北
地
区
の
福
祉
を
支
え
る
52

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
一
部
は
鳥
取
警
察
署
湯
所
交

番
勤
務
、
山
田
ゆ
い
さ
ん
作
成
に

よ
る
「
振
込
み
詐
欺
」
の
紙
芝
居

で
す
。

　

訴
訟
詐
欺
に
よ
る
手
続
き
料
金

を
振
り
込
ま
せ
る
詐
欺
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
同
署
勤
務
、
太
田
和

幸
さ
ん
に
よ
る
交
通
安
全
に
つ
い

て
で
す
。

　

運
転
時
に
気
を
つ
け
る
事
と
暗

く
な
っ
て
か
ら
の
歩
行
に
つ
い
て

再
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、
鳥
取
市
社
協
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
宮
川

拓
也
さ
ん
の
講
演
で
す
。

◯
と
な
り
組
福
祉
員
は
、
課
題

発
見
と
見
守
り
の
ア
ン
テ
ナ

役
で
あ
る
。

◯
愛
の
訪
問
協
力
員
は
、
ひ
と
り

　

鳥
取
市
社
会
福
祉
大
会
が
11
月

28
日
に
鳥
取
市
民
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

永
年
社
会
福
祉
活
動
に
功
績
の

あ
っ
た
方
々
に
鳥
取
市
長
及
び
鳥

取
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

城
北
地
区
か
ら
は
、
愛
の
訪
問

協
力
員
１
人
、
賛
助
会
員
８
人

と
４
企
業
、
特
別
賛
助
会
員
１
団

体
に
感
謝
状
等
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

感
謝
状
及
び
表
彰
状
を
授
与
さ

れ
た
方
々
は
次
の
皆
さ
ま
で
す
。

鳥
取
市
福
祉
大
会
で
表
彰

　

城
北
地
区
で
は
、
９
名
と
４
企
業
１
団
体
に

　
　

感
謝
状
贈
呈

林由紀子大会長の開会あいさつ

太田さんによる交通安全のお話

「
特
殊
詐
欺
と
地
域
福
祉
に
関
す
る
講
座
」

平
成
30
年
12
月
８
日
（
土
）

福
祉
講
座
を
開
催

（
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
）

　
〔
市
社
協
会
長
関
係
〕

◎
愛
の
訪
問
協
力
員

　

鐘
谷
千
代
子　
　

   （
東
秋
里
）

◎
賛
助
会
員
〔
７
年
〕

　

西
村　

仗
行　
　
　
　
（
田
島
）

　

田
中
祐
二
朗　
　
　
　
（
秋
里
）

　

小
谷
悦
津
子　
　
　
　
（
秋
里
）

　

中
村　

勝
子　
　
　
（
東
秋
里
）

　

福
田　

浩
久　
　
　
（
青
葉
３
）

　

な
わ
だ
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
青
葉
３
）

◎
賛
助
会
員
〔
15
年
〕

　

小
谷
荘
太
郎　
　
　
　
（
秋
里
）

　

入
江　

順
子　
　
　
（
松
並
１
）

　

植
田　

聡
子　
　
　
（
田
園
３
）

　

森
本
清
建
設
㈲　
　
（
東
秋
里
）

　

ま
ち
こ
化
粧
品
店　
（
東
秋
里
）

　

東
部
自
動
車
学
校　
（
松
並
３
）

◎
特
別
賛
助
会
員
〔
10
年
〕

　

北
町
町
内
会

　
　
　
　
（
総
務
班　

西
村　

健
）

会
参
加
し
、
支
え
合
い
の
地
域
づ

く
り
を
進
め
事
で
す
。

　
「
私
達
も
応
援
し
ま
す
」
と
心

強
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
部
二
部
共
に
、「
あ
ー
そ
う

そ
う
・
う
ん
、
あ
る
あ
る
・
そ
だ

ね
ー
・
そ
う
だ
な
ぁ
」
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
続
け
て
い

く
こ
と
が
、
城
北
の
福
祉
を
支
え

て
い
く
と
自
負
し
て
前
進
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
（
厚
生
班　

山
部　

美
雪
）

　

城
北
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の

総
会
に
当
た
る
評
議
員
会
開
催
日

が
５
月
12
日
（
日
）
に
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。

　

懇
親
・
慰
労
会
は
午
後
６
時
か

ら
と
少
し
時
間
が
空
き
ま
す
が
、

関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
は
多
数
の

ご
出
席
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
地
区
社
協
を
含
む

６
団
体
の
合
同
総
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の
様
な
時
間
配

分
と
な
り
ま
し
た
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

評
議
員
会
（
総
会
）

開
催
日
決
定
す
る
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新
春
囲
碁
・
将
棋
大
会

　

２
月
10
日
（
日
）
城
北
地
区
公

民
館
で「
平
成
31
年
度
新
春
囲
碁・

将
棋
大
会
」
が
地
区
社
協
の
主
催

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

囲
碁
は
８
人
、
将
棋
は
３
人
と

少
し
寂
し
い
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

上
田
隆
司
囲
碁
審
判
長
と
長
春

将
棋
審
判
長
の
ル
ー
ル
説
明
の

後
、
囲
碁
は
１
人
４
局
打
ち
、
将

棋
は
３
人
の
平
手
総
当
た
り
戦
で

す
。

　

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
結

果
、
囲
碁
は
４
勝
無
敗
の
尾
前
さ

ん
、
将
棋
は
16
歳
の
高
校
生
前
田

真
吾
さ
ん
が
奮
闘
さ
れ
ま
し
た
が

４
戦
無
敗
の
谷
本
さ
ん
が
優
勝
さ

れ
ま
し
た
。

　

対
戦
終
了
後
は
表
彰
式
と
懇
親

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
人
数
が
少
な
か
っ
た

の
は
、
お
知
ら
せ
と
申
し
込
み
期

間
が
短
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
、
次
回
は
余
裕
を

持
っ
て
行
な
う
予
定
で
す

　

対
戦
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

囲
碁

　

５
月
23
日
（
木
）
鳥
取
市
民

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
、
金
婚

式
（
結
婚
し
て
50
年
）
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
式
（
結
婚
し
て
60
年
）

を
お
祝
い
す
る
式
典
に
参
加
さ

れ
ま
す
ご
夫
婦
を
城
北
地
区
社

会
福
祉
協
議
会
が
こ
の
３
月
に

各
町
内
会
を
通
じ
て
調
査
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

鳥
取
市
で
は
、
金
婚
式
を
迎

え
ら
れ
る
方
々
は
昭
和
44│
年
１

月
１
日
〜
12│
月
31│
日
の
間
に
結

婚
さ
れ
た
方
、
ま
た
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
式
は
昭
和
34│
年
１
月

１
日
〜
12│
月
31│
日
の
間
に
結
婚

さ
れ
た
方
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
戸
籍
上
と
事
実
婚
と

の
婚
姻
年
月
日
が
相
違
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
本
人
の
申

し
出
に
よ
る
も
の
と
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
い
た
だ
き
ま
し
た

ご
夫
婦
の
方
に
は
、
式
典
の
出

欠
に
関
わ
ら
ず
、
５
月
上
旬
に

鳥
取
市
か
ら
開
催
案
内
の
ハ
ガ

キ
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

７
月
の
６
日
・
７
日
と
大
雨
特

別
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

城
北
地
区
で
も
い
つ
避
難
指
示

が
出
さ
れ
て
も
よ
い
中
、
避
難
準

備
を
し
な
が
ら
思
い
ま
し
た
。

　

普
通
の
生
活
、
普
段
何
気
な
く

あ
た
り
前
に
暮
ら
し
て
い
る
生
活

が
ど
れ
ほ
ど
に
大
切
か
と
痛
切
に

感
じ
ま
し
た
。

　

と
も
す
れ
ば
不
平
不
満
を
持

ち
、
あ
あ
し
て
欲
し
い
、
こ
う
し

て
欲
し
い
と
言
う
気
持
ち
が
心
の

中
に
出
来
わ
い
て
き
ま
す
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
家
族
に
感

謝
し
、
健
康
に
感
謝
し
、
触
れ
合

え
る
方
々
に
感
謝
し
な
が
ら
願
わ

く
ば
一
日
一
日
さ
さ
や
か
な
事
で

も
感
動
で
き
る
事
が
あ
れ
ば
「
今

日
一
日
し
あ
わ
せ
だ
っ
た
な
ぁ

〜
」
と
思
う
よ
う
に
し
て
い
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。

　
　
　
　
（
地
区
内　

一
般
会
員
）

１
位　

尾
前　

敏
明　
（
千
代
水
）

２
位　

大
田
恵
之
介　
（
田
園
４
）

３
位　

羽
田　

定
義　
　
（
田
島
）

将
棋

１
位　

谷
本　

文
雄（
松
並
２
区
）

２
位　

長
春　

次
郎（
松
並
３
区
）

３
位　

前
田　

真
吾（
松
並
２
北
）

　

敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。（
総
務
班　

橋
本　

京
子
）

　
　

写
真

　
　

IM
G-1090

〜
火
花
散
る

　
　
　

盤
上
〜囲碁優勝者の尾前さん

金
婚
式
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
祝
賀
式

の
調
査
に
つ
い
て

今
日
一
日
を

　
　
　

大
切
に
！

　

平
成
30
年
12
月
31
日
付
発
行
の

「
第
73
号
」
の
内
容
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
次
の
通
り
訂
正
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

【
内
容
】

城
北
子
ど
も
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
開

校
　

誤
）
２
年
小
路
み
え
る

　
　
　
　
　
　

←

　

正
）
２
年
小
路
え
み
る

城
北
ふ
れ
あ
い
教
室

第
５
回
（
通
算
１
８
４
回
）

　

誤
）
青
年
後
見
人
制
度

お
詫
び
と
訂
正

将棋優勝者の谷本さん

　

ま
た
、
昨
年
の
調
査
で
申
し

込
み
い
た
だ
け
な
か
っ
た
ご
夫

婦
や
本
年
う
っ
か
り
申
し
込
み

を
し
て
い
な
か
っ
た
ご
夫
婦
の

方
は
急
い
で
城
北
公
民
館
に
連

絡
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

←

　

正
）
成
年
後
見
人
制
度

　

文
中
２
箇
所
の
訂
正
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事
が
と
れ
て
、
健
や
か
な
日
常
生

活
が
末
永
く
送
ら
れ
る
こ
と
を
心

か
ら
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

第
８
回　
（
通
算
１
８
７
回
）

　

師
走
と
は
言
え
、
忙
中
閑
あ
り

の
12
月
15
日
（
土
）、
会
員
74
人

は
城
北
い
こ
い
の
家
に
集
ま
り
ま

し
た
。

　
「
ボ
ー
と
し
て
い
ら
れ
な
か
っ

た
１
年
の
締
め
く
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
早
速
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
賞
品

を
ゲ
ッ
ト
し
た
後
、
前
日
か
ら
世

話
役
さ
ん
が
仕
込
み
の
準
備
を
し

た
栄
養
た
っ
ぷ
り
の
豚
汁
で
温
ま

る
と「
城
北
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ン
ド
」

15
人
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
恒
例
の

年
末
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

　

中
で
も
今
年
話
題
に
な
っ
た
Ｎ

第
７
回　
（
通
算
１
８
６
回
）

　

時
雨
模
様
の
11
月
17
日
（
土
）

城
北
公
民
館
に
は
54
人
の
会
員

が
集
い
、「
お
い
し
く
食
べ
よ
う
、

い
つ
ま
で
も
」
と
題
し
て
鳥
取
医

療
セ
ン
タ
ー
の
金
藤
大
三
医
師

と
高
田
圭
佑
言
語
聴
覚
士
に
よ
る

「
誤
嚥
予
防
の
た
め
の
日
常
生
活
」

に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

金
藤
医
師
は
、
高
齢
者
の
摂

食
・
嚥
下
障
が
い
に
つ
い
て
、
ス

ク
リ
ー
ン
を
使
い
解
り
易
く
解
説

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

高
田
言
語
聴
覚
士
に
は
、
嚥
下

体
操
の
指
導
や
、
実
際
に
お
茶
を

飲
み
込
ん
で
み
て
、
誤
嚥
し
な
い

よ
う
な
工
夫
を
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
肺
炎
の
多
く
は
、
誤

嚥
が
引
き
金
に
な
っ
て
お
り
、
死

亡
原
因
の
第
４
位
と
な
っ
て
い
る

現
状
で
す
。

　

今
回
の
受
講
を
き
っ
か
け
に
、

ふ
れ
あ
い
教
室
の
皆
様
と
共
に
、

い
つ
ま
で
も
口
か
ら
美
味
し
く
食

Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
「
チ
コ
ち
ゃ
ん
に

叱
ら
れ
る
」
を
も
じ
っ
た
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
機
知
に
と
ん
だ
や
り

取
り
が
大
う
け
で
み
な
大
爆
笑
で

し
た
。

第
９
回　
（
通
算
１
８
８
回
）

　

新
年
最
初
の
ふ
れ
あ
い
教
室

は
、
１
月
19
日
（
土
）
城
北
公
民

館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
71
人
の

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
、

　

本
日
の
行
事
は
昨
年
開
催
し
た

「
ふ
れ
あ
い
教
室
」
全
11
回
に
休

ま
ず
参
加
さ
れ
た
会
員
へ
皆
勤
賞

を
授
与
す
る
表
彰
式
典
で
す
。

　

城
北
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
大

江
博
臣
会
長
か
ら
皆
勤
賞
受
賞
の

16
人
を
代
表
し
、
松
並
１
丁
目
の

渡
邊
由
紀
子
さ
ん
に
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
江
会
長
は
、
１
年
間
の
活
動

と
19
年
間
に
わ
た
る
事
業
の
維
持

継
続
を
さ
れ
た
会
員
の
皆
様
と
ス

タ
ッ
フ
に
賛
辞
し
、
こ
れ
か
ら
も

永
く
続
く
事
を
期
待
す
る
と
挨
拶

さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
は
、
昼
食
を
取
り
な

が
ら
昨
年
行
わ
れ
た
野
外
教
室
の

映
像
を
皆
さ
ん
と
楽
し
く
視
聴

し
、
場
面
々
で
話
が
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

皆
勤
賞
の
皆
さ
ん
は
次
の
方
々

で
す
。（
町
名
・
敬
称
は
省
略
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

倉
本
班　

　

伊
達
弥
生　
　

山
中
吉
子

渡
邊
班　

　

森
田
成
子　
　

渡
邊
由
紀
子

　

浜
本
茂
子

今
井
班　

　

今
井
由
喜
子　

鈴
木
も
と
子

　

長
春
次
郎

中
家
班　

　

中
家
八
重
子　

山
根　

博

　

山
根
光
子　
　

坂
本
禎
子

　

坂
本
行
雄　
　

鈴
木
敬
吉

岩
田
班　
　
　

　

岩
田
道
子　
　

影
井
恵
子

第
10
回　
（
通
算
１
８
９
回
）

　

２
月
16
日
（
土
）
58
人
の
参
加

者
で
す
。

城
北
ふ
れ
あ
い
教
室

大受けのコンサートです

皆勤賞受賞の様子です

　

本
日
は
、「
冬
の
体
を
元
気
に

動
か
す
！
」
を
テ
ー
マ
に
増
田
小

百
合
講
師
を
お
招
き
し
て
、
毎
日

健
康
に
過
ご
せ
る
よ
う
な
運
動
を

指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

増
田
講
師
に
よ
る
パ
ワ
フ
ル
で

多
様
な
パ
タ
ー
ン
で
の
実
技
、
足

腰
強
化
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
な

話
を
交
え
て
の
指
導
で
、
皆
が
お

手
本
通
り
に
動
か
す
と
い
つ
の
間

に
か
腰
や
足
が
大
き
く
曲
が
っ
た

り
、
伸
び
た
り
と
運
動
効
果
は
抜

群
で
す
。

　

毎
日
身
近
の
も
の
を
使
い
無
理

の
無
い
適
度
な
運
動
を
続
け
る
こ

と
が
、
一
番
大
事
だ
そ
う
で
す
。

（
第
７
回
・
８
回
・
９
回
・
10
回

ふ
れ
あ
い
教
室
班  

大
田  

紀
子
） 増田講師によるパワフルでユニークな指導です


